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【被害防止事例】保険会社A社（県東部地区の支店）

警察に
相談を！

● 犯人の口止めにより解約理由を明確に説明しようとしない

● 解約を急いでいる

このようなときは要注意！

保険解約時の理由確認を！
特殊詐欺の被害者が犯人に現金を渡すために保険を解約して
返戻金を充当する事案が多く発生しています。

被害者は、ＳＮＳで知り合った女性から投資目的で宝石の購入を勧め

られ、指定された口座に約500万円を振り込んだ。しかし、その後も宝石
の関税手続き費用等の名目で現金の振込みを求められ、保険会社３社の
保険を解約し、その返戻金合計約2,100万円を複数回にわたり、犯人から
指定された口座に振り込み、騙し取られた。

令和８年７月、Ａ社の職員は、契約者（70代女性）から電話で1,000万

円の保険解約の申し出を受けたため、その解約理由を尋ねたところ、そ
わそわした口調で「秘密」とはぐらかされた。これを不審に思った職員
は、女性宅を訪問し契約者から詳しく話を聞いたところ、契約者がニセ
警察詐欺の電話を受け、犯人の要求に従い、解約返戻金を犯人に渡そう
としていたことが判明した。職員は、ニセ警察詐欺の手口を契約者に説
明し、解約を一旦保留にして警察への通報を強く促し、被害を未然に防
止した。

【被害事例】被害者：５０代男性

● 満期を待たずに中途の解約


